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マルチ・プライムの提示が意昧的ブライミンク‘に及ぼす影響
一事象関連電位による検討一
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ブライミンク'効果に関しては，従来，プライムとして1語を

毘示し，次にターゲツトを提示するというパラダイムを用い

と研究が行われてきた.しかし，日常生活で接する情報は，

t設ーの単語ではなく，複数の単語から構成されている場合が

~い.そこで本研究では，有意昧語3語をプライムとして継時
的に提示し，マルチ・プライムの提示が意昧的ブライミンクーに

設ぼす影響を， RT(反応時間)とERP(事象関連電位)を指標とし

て，検討することを目的とする.

方法
被験者大学生20名(男性4名，女性16名)であった.

実験計画 2x3x 13の要因計画を用いた.第1の要因は，プ

ライムとターゲツトとの意昧的関連性についてであり，意昧

的に関連しているSR条件と，恵、昧的に無関連なUR条件の2条件

を設け疋.第2の要因は，プライムのタイプについてであり，

提示される3つのプライムが互いに態昧的に関連しているR3条

件， 3つのプライムのうち2つが意昧的に関連しているR2条件，

3つのプライムすべてが互いに無関連なR1条件の3条件を設け
た.第3の要因は噛極装着部位についてであった.いずれも
被験者内変数であった.

刺滋 刺激語には2rv4文字のカタカナ，ひらがな，i英字で
表記した語を用いた.カタカナ，ひらがな，漢字のリストを

合計10リストを作成した. 1リストは54試行(慈昧的関連性と

プライムのタイプ及びターゲツトが有替、昧語であるか否かに

より設けられた9条件を笹6試行ずつ含む)から構成され1乙 S
R条件， UR条件に関しては，プライムとターゲットへの刺激語

の配分は被験者間でカウンターバランスし疋.

手続き 実験は個別的に行った.まず，練留試行を24試行

行った後，実験試行を行った.実験試行におけるリストの提

示111頁序は，カタカナ，ひらがな，漢字の11闘に固定した.リス

ト内での刺滋語対の提示111員序はランダムにし疋.

各試行においては，まず凝視点(+)を1000ms提示し， 100m

sのフ‘ランクをおいて1番芭のプライムを100ms提示，その後1

OOmsのフ.ランク，続いて2番目のプライムを100ms提示し100m

sのブランク，そして， 3番目のプライムを100ms提示後500ms

のブランクをおき，ターゲツトを提示した.プライムに対す

る課題は黙読，ターゲツトに対する課題は語欝判断課題とし

た.被験者には手元の2つのスイッチのうち，ターゲットが有

意昧語であれば石(左)を，無意昧語であれば左(右)を，でき

るだけ速くかっ正確に押すよう教示した.スイッチを押す手

については，被験者間でカウンターバランスしだ.

脳波の記録と分析脳波は国際10四 20法によるFz，Cz， Pz， 

F3， C3， P3， F4， C4， P4， F7， T5， F8， T6から，両耳染連結

を基準電極として単極導出した.同時に，左眼窟上下から垂

直EOGを記録した.脳波とEOGは，生体アンプ(NECメデイカル

システムズ6R12-2)を用いて帯域通過周波数0.05-30Hzで摺幅

した.シグナルプロセッサ(NECメデイカルシステムズOP-12

OOA)を用いて，プライム担示前100msからターゲツト提示後1

OOOmsの区間の脳波とEOGをサンプリング周波数100HzでAO変換

し，刺激提示前100msをベースラインとして各試行における揺

揺を算出し疋.分析区間中にいずれかのチャンネルで土100μ

V以上の振幅を記録した試行，および誤反応試行を除き，各条

件別に加算平均を行った.

結果および考察

RTについて 各条件における語護判断のRTをFig.1に示した.

意昧的関連性×プライムのタイプの分散分析を行った結果，

意昧的関連性×プライムのタイプの交互作用(F=(2，38)=44. 2 

9，〆.001)が有意であった.下位検定の結果， R1， R2， R3の

すべての条件において，ブライミンク'効果が有意であった.

また， SR-R3条件では，促進効果が大きく，逆にUR田 R3条件で

は，抑制効果が大きいことが明らかとなった.

ERPについて FzにおけるERP波形をFig.2， Fig. 31こ示し

た.ターゲット提示後320ms-520ms区間において，陰性方向

へ発達する波形が認められた.出現潜時， 1，度中高方向から，こ

の成分はN400と考えられる.このN400成分について，意味的

関連性×プライムのタイプ×部位の分散分析を行った結果，

意味的関連性×プライムのタイプ×電極部恒の交互作用(F=

(24，456)=3.64， pく.01)が有意であつだ.そこで，窓昧的関連
性について下位検定を行つ疋結果， R1条件における， F7， F8 

以外の電極部位において，またR2条件f R3条件については，

すべての電極部位においてERP波形は， SR条件よりUR条件にお

いてより陰性方向へと発達していることが示され疋.ま疋プ

ライムのタイプの効果についてはf SR条件ではf {畳間部のss
位において， R3条件よりR1条件， R2条件において， N400成分

がより陰性方向へと発 500 
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Fig. 1. 活鑓判断のRT
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Fig. 2. FzにおけるSR条件のERP波H~
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Fig. 3. FzにおけるUR条件のERP波形

(OKA Naoki， MIYATANI Makoto， KIRIKI Kenshi) 
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